
大学コンノーシアムやまがた幹事会 (平成 24年度第 14回)議事録

日 時 平成 25年 3月 5日 (火)15:30～ 17:00
場 所 ゆうキャンパス・ステーション及びTV会議室

出席者 委員長  安田 弘法 (山形大学)

副委員長 花岡  孝 (東北芸術工科大学)

金内 良一 (保健医療大学)

委 員  矢口  清 (事業評価委員会委員長/山形大学)

栗山 恭直 (企画会議委員長/山形大学)

田中ふみ子 (羽 陽学園短期大学)

瀬川  透 (鶴岡工業高等専門学校 )

保角 里志 (放送大学山形学習センター)

藤原 茂樹 (産業技術短期大学校 )

岸  善一 (農業大学校)(TV会議室)

後藤 紀夫 (山形県)

勝見英一朗 (山形工科短期大学校 )

欠席者 副委員長 草苅 信博 (米沢女子短期大学)

大川 健嗣 (東北文教大学)

委 員  平松  緑 (東北公益文科大学)

議事に先立ち、本 日の議事録署名人を山形大学 栗山委員 と放送大学山形学習センター

保角委員にお願いしたい旨提案があり、了承された。

|′ 石私魯陽違晃論 社晶 ン ン 種艦 。
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[報告事項]

1 平成 25年度大学改革推進等ネ甫助金 (大学改革推進事業)調書について

事務局から資料 1に基づき報告があった。

(主な意見交換内容)

。大学問連携共同教育推進事業関係あるいは受託事業分の収支予算については、文部科

学省からの通達の関係で遅れているものと理解するが、幹事会審議事項として、速や



かな提案を行 う必要があつたのではないか。また、大学問連携共同教育推進事業は、

連携校・連携機関との間で実施する事業であり、本幹事会とは別に、各機関との調整

を行った上で文部科学省に提出すべきではなかったのかと思料 します。
→本来、ご意見の通 りの手続きが必要だったと考えております。今後、気を付けて手続

きを行います。

[協議事項]

1 平成 25年度事業計画 (案)及び 2 平成 25年度収支予算 (案)について

前回の幹事会で継続審議としていたが、山形県立保健医療大学 金内副委員長より言

見があり、意見の説明を資料 2に基づき行つた後に、修正した平成 25年度事業計画 (案 )

及び平成 25年度収支予算 (案)について事務局より資料 3～資料 5-5に基づき提案が

あり、諮られた結果、了承された。なお、収支予算案の一部については、多数決で了承さ

れた。

(主な意見交換内容)

平成 25年度事業計画 (案)について

。前文の下段文に、「特に、山形大学より受託する大学問連携共同教育推進事業については、
ヨンノーシアムの設置 目的に極めて合致した事業であることから、最重要事業と位置付

けて、強力に実施 していく。」を加えてはいかがか。

→修正します。

・「大学コンノーシアムやまがたの顔 となる事業」の第 2項中第 1号 (や まがた夜話)に
ついて、「5月 ～ 2月 」を「隔月Jと してはどうでしょうか。中心となる山形大学教授

先生が大学問連携共同教育推進事業の中核的存在であり、業務の集中より、軽減・平準

化を図ることがよろしいと考えるものである。

→ゆうキャンパス・ステーションの立上げ時より行つている事業で今年度も500名以

上の参加者がいる。エーズがある事業のため従前どおりの開講で実施 していきたい。

・「大学コンノーシアムやまがたの顔となる事業」の第 2項中第 2号 (そ の他、各種講習会・

イベン トの企画・実施 (括弧例示書きを含む))を削ってはいかがか。 24年度実績が皆

無であり、また、25年度においては、大学問連携共同教育推進事業関係の諸事業やイベ

ン ト等が開催されることが予想され、事業展開の重点化を図るべきである。
→子供支援事業及びビブリオバ トルについては今年度、ゆうステを会場に実施されたイベ

ン トであり、来年度は企画会議事業として 大学問連携共同教育推進事業関係の諸事業

やイベン ト等とは別に実施 していきたいと考えてお ります。

・「紀要等の電子化公開支援事業」の本文を「構成校の紀要等をゆうキャンパス・ ソポジ ト

リにおいて、電子化して公開していく。」に改めてはいかがか。より実態を正確に表す表



現とするものである。

→修正 します。

。「広報事業」中第 2号 (ゆ うキャンパスホームページ等の充実・管理)中 「ゆうキャンパ

スホームページ等の充実・管理」を「ゆケキャンパスホームページの充実・管理」に改め、

本文中 「ほか、ブログ、 twitter等 」を「とともに、内容」に改めてはいかがか。

周知・広報媒体としては、ホームページで十分であると思われる。また、ホームページに

おいては、特に企画会議等の議事録公表がなされていないなどがあり、また、25年度以

降は、大学問連携共同教育推進事業関係の諸事業やイベン ト等の開催情報の周知など業務

多端が予想されることから、まずは、ホームページの充実に主力を注ぐことがよろしいと

思 うものである。なお、この場合であっても、可能な範囲ではブログ等の充実を禁ずるも

のではない。可能であれば、義務的にでは無く、対応することは良いことと思われる。

→情報発信は重要ですのでそのまま残 します。

・「広報事業」中第 3号 (ゆ うステの充実)を削ってはいかがか。現状で相当程度充実は進

んでいるものと思われ、敢えて、計画に記載せずに、平常業務の一環として行つていけば

よろしいものと考える。また、計画に記載すれば、義務的に何か行 うような意識 となって

しまうと思われ、それよりは、自然体で運営し、何かアイディアや意見 。提案があれば、

随時、臨機に対応 していく方が良いと思われる。

→意見が分かれる部分とはおもいますが、せっかく、高等教育宣言のもとに立ち上げたセ

ンターですのでそのままとさせていただきます。

第 2期事業計画の修正について

。第 3項第 2期事業計画の表の事業評価の項 25年度の欄中「評価」を削 り、同項 26年
度の欄に 「評価」を加えてはいかがか。平成 23年度に実施予定であった事業評価が今

年度に 22年度及び 23年度の事業を対象に実施されたこと、この評価結果を参照に2

5年度事業が計画されること、並びに 25年度実施予定の評価は実施するとすれば24
年度事業のみが対象となり意義が薄いものとなると見込まれること等に鑑み、評価を2

6年度に 1年先送 りして実施するために提案するものである。この場合、 26年度実施

の評価は 24年度及び 25年度に実施された事業が対象 とされることが見込まれ、その

結果を26年度早期に作成することにより、第 3期事業計画の検討に資することができ

るものである。

→ご意見ありがとうございます。意見のとおり修正します。

平成 25年度収支予算 (案)について

。収支予算を (負担金分 )、 (ゆ うキャンパス・ステーション運営費)に分割 したことは大変

よろしいと思います。併せて、大学問連携共同教育推進事業関係あるいは受託事業分とし

て計上されることを提案します。収支予算中収入において、使途が性質的に限定されてい

るものについては、それを明確にして、特別会計的に予算計上し、執行管理していくこと



が適当と思 うものであります。

→対応が遅れましたが今回提案させていただきます。

・機関負担金 (会費)(案)については、異存ありません。

・ゆうキャンパス・ステーション運営費負担金 (案)については、異存ありません。ただし、

(ゆ うキャンパス・ステーション運営費)収支予算において、所要額を計上した場合、当

初予算より赤字予算となるのであれば、再考を要するものと思われます。なお、本学とし

ては、本負担金は支出できないので、本来は是非を論ずる資格が無いものとも思いますが、

負担金分収支より持ち出すことになることは是認できませんので、その際は、反対意見を

明確にいたします。

→例年実施 してきた処理でありますが、別途 310,000円 を拠出する財源はないのが

現状です。

収支予算書 (負担金分)(案 )について

。「大学コンノーシアムやまがたの顔となる事業」の 「各種イベント」の項を削 り、同項の

内訳額は 2段上の「共通経費」に同体させ、250,000円 としてはいかが。各イベン

トについては、その成算の関係から、事業計画から削除することに伴い、予算書に所要の

修正を加えるものである。なお、年度途中に、何らかのイベン ト等を実施する必要が生じ

た場合は、共通経費から支出すれば良い。

→機関負担金を 1害J削減した総予算の中で事業を実施 していきますので、イベン ト等を実

施する場合は、共通経費から支出させていただくことで了承いただきたい。また、 [高

等教育山形宣言]プロジェク トの経費を150,000円 増額 し、600,000円 と

させていただきたい。

・「大学コンソーシアムやまがた運営費」の「ア ドミニス トレイティブ・アシスタン ト雇用

経費」の項を削り、同項の内訳額は予備費に同体させてはいかがか。本支出は、ゆうキ

ャンパス維持・管理のためのものであることは明白であり、ゆうキャンパス・ステーシ

ョン運営費収支予算書 (案)に計上すべきものである。

→この経費は、土日・夜間に勤務いただく学生アルバイ ト経費として計上させていただ

いていた。削除します。

・収入に「繰入金」の項を起こし、310,000円 を計上し、備考に「24年度支出に

係るゆうキャンパス・ステーション運営費収支からの返戻繰入」と記載するとともに、

支出の予備費に同 310,000円 を加算してはいかがか。25年 2月 12日 に幹事会

で議決された 24年度補正予算において、25年度分のゆうキャンパス賃料等のための

支出額が補正されたものであり、25年度分のゆうキャンパス・ステーション運営費は、

25年度ゆうキャンパス・ステーション運営費収支予算書 (案)よ り返戻されるべきも

のである。

→現状では、捻出する財源が見当たらず提案に沿 うのは難 しいです。



ゆうキャンパス・ステーション運営費収支予算書 (案)について

・支出に、「繰出金」の項を追加 し、 310, 000円 を計上し、備考に 「25年度分経費

支出に係る負担金分収支への返戻繰出」と記載 してはいかがか。25年 2月 12日 に幹事

会で議決された 24年度補正予算において、25年度分のゆうキャンパス賃料等のための

支出額が補正されたものであり、25年度分のゆうキャンパス・ステーション運営費につ

いて、負担金分収支に返戻する必要があるものである。

→現状では、捻出する財源が見当たらず提案に沿うのは難 しい。

・「ア ドミニス トレイティブ・アシスタン ト雇用経費Jの項を起こし、所要額を計上しては

いかがか。ゆうキャンパス維持・管理のためのものとして、計上し、審議の対象とすべき

である。なお、本学・刀ヽ職としては、本経費は当面は不要と考えるが、事務局・委員長よ

り提案を受け、慎重に審議すべきところである。おつて、本意見が、この経費の支出に賛

成 していることを示すものでは無い。本学としては、ゆうキャンパス・ステーションの設

置・運営に対して、賛成 しておらず、本収支については、基本的に棄権する。また、負担

金収支よりの繰 り出しについては、実質的に、ゆうキャンパス・ステーションの設置・運

営を経費負担 していることとなり、不本音であることから、そのような場合は、ゆうキャ

ンパス・ステーション運営費収支予算書 (案)に対して修正意見を申し上げ、修正等無い

場合は、反対せざるを得ないものである。

→この経費は、上日・夜間に勤務いただく学生アルバイ ト経費として計上させていただ

いていた。削除します。

・上記0及び②の両項 目加筆により、単純には収支総額が一致 しなくなるので、710,0
00Fの収入増を図るか、実施事業内容を見直し、支出を項目削除や所要額減額の必要が

あることを付言させていただく。なお、ゆうキャンパス・ステーション運営費収支予算書

(案)の京ノ、K足分を負担金分収支予算書 (案)よ り充当することは絶対に止めていただ

きたいcゆ う考‐ンパス運営についての負担金ま出の是非は各構成校の随意に任せられる

ものであること|ま 基本的事項として申し合わされ、厳守されてきた事項である。ゆうキャ

ンパスの維持管
=tこ

要する経費について負担金収支より直接支出することは当然、会計間

を流用・繰 り替えき七て間接支出することも、結局は、ゆうキャンパス維持・管理に経費

支出するものであること|ま明らかである。こうした細工をすることは、実質的に、ゆうキ

ャンパスの維持管理 1二 景
=全

支出をしない旨意思表示 している構成校に間接的に維持管

理に要する経費を支とき七ろものであり、極めて不適当・不適正なものである。よつて、

こうした細工は採って十またらなiヽ ものであることは明明自白である。

→ 7機関からの負担全だ 4二 て|ま運営が行えないため、予備費からの支出を認めていただき、

例年実施 したものであろ=25生度においても、不足額が見込まれるため意見は受入れ

られませんので提案通 りう予算 とさせていただきます。

・310,ooO円 のゆうキルレ′くスタ支会計から機関負担金収支会計への戻入につい

ては、本大学 (県立保健医者天芋 としての意見であり、戻入財源が無いとの回答に

ついては個人的には無理から二■ とこ tヽ つつも、当局修正提案に直ちに賛成 とは言え

』
０



ない。多数決で幹事会議決として総会に提案することは議事進行 として了解する。こ

の場合、本幹事会として「可能な状態となれば、当該繰入金相当額を機関負担金会計

に戻入するような補正を行 う方向とする」旨を申合せるとともに、総会において、そ

の旨提案説明の中、あるいは議長たる会長より付言していただければよろしいのでは

ないか。

→了解 しました。

・提案説明を伺 う範囲では、今後とも、毎年度末にゆうキャンパス・ステーションの賃

借料 1月 分である310,000円 程度の不足が生じて、機関負担金収支からの繰 り

入れが常態化することが懸念される。本学 (県立保健医療大学)と しては、ゆうキャ

ンパス・ステーションの賃借継続については賛成 していないところであるが、仮に多

数決で継続が決まつたとしても、構造的な赤字収支会計となることはいかがなものか

と考える。また、全構成校がゆうキャンパス運営負担金を実質的に負担 し続けること

も問題である。そろそろ抜本的かつ真剣に、賃借の是非も含めて検討すべきところに

来ているのでないか。

→ (委員長)本ゆうキャンパス・ステーションの賃借が必ず しも未来永劫続 くものと

は思つていない。山形大学でも、他の構成校でも、それぞれの執行部等において対応

の考え方が変更 。改善していくことはありうると思 う。賃借継続については、真剣に

検討 し、協議 していくべきことであると認識する。

3 山形県 (「起業支援型地域雇用創造事業」に係る基金事業)からの受託事業について

事務局より資料 6に基づき提案があり、諮られた結果、了承された。

(主な意見交換内容)

。平成 25年度事業計画前文の下段文に、「特に、山形大学より受託する大学問連携共同教

育推進事業については、コンノーシアムの設置目的に極めて合致した事業であることか

ら、最重要事業と位置付けて、強力に実施していく。」を加えたところであり、業務処理

量に照らして、事務局で対応できるのか ?特に、事業採択に向けた申請書・事業計画書

作成は、ほとんど事務局の負担となることは、今年度の実績等に照らすと、ほぼ明らか

である。受託すること自体は良いとしても、全体的最適を考えるべきではないか。今更

事務局で無理ですとは言わないと思うが、コンノーシアム全体として考えるべきではな

い か 。

→平成 24年度は山形大学の継続雇用職員 1名及び県の委託事業担当職員 1名 を含めた

4名 体制で事務局を運営しているが、平成 25年度は 2名 体制で行 うことが想定され

ております。今回の事業を受託させていただければ 2～ 3名程度の職員を採用する事が

可能であり、事務量は増えることになるがマンパワーを活かしていきたい。

・事務局長より、積極的に取 り組んでいくと言われれば、受託自体は良いことと思うので、



―  
― ― ― ― ― ― ―

反対するものではない。ここで希望だが、企画会議で担当することとなる受託事業につい
ては、企画会議構成の各先生方もおかれても、思案 。検討・提案するとともに、実際に、ペンを御取 りになり、パソコンのキーをたたかれて、諸計画書等の御執筆をしてぃただく
と、事務局の負担も軽減されると思われますので、特の御配慮あらんことを望むものです。→ (委員長)企画会議の先生方には、現に、そのようにお願いしたいと思 う。。事業の新規性が問われることになるが、高等教育機関連携情報発信事業に新規性はある
のか ?

→過去に県が同様の事業をコンノーシアムには委託していないため、新規性は確保され
る。なお、具体の内容については企画会議で採んでいく必要があると考えてぃる。

・プロスポーッと大学との連携による地域活性化推進事業で採用された職員の勤務場所は
どこか ?受け皿でしかないのではないか ?

→ゆうキャンパス・ステーションで勤務いただく。

[そ の他 ]

地域共同リポジ トリ「ゅぅキャンパスリポジ トリ」の構築と提案について

山形大学小白川キャンパス事務部図書課 石山副課長より机上配布資料に基づき提案が
あり、諮られた結果、各加盟校の図書担当者により協議を行 うことで了承された。

(主な意見交換内容 )

。国立情報学研究所 (以下、NIIと ぃぅ)では、山形県立産業技術短期大学校などの文
部科学省認可以外の機関の紀要等の電子化にも対応 してくれるのか ?
→確認 します。

・山形大学はNIIに 移行 したぃとぃぅスタンスでょろしいか ?
→既存サーバーの老朽化や業務が後手に回ってお り、NIIに 移行 したいと考えてぃる。・ 3月 29日 の参力日の同意・回答は各機関からになるのか。
→各機関事の参力日の同意になるので、了承いただければ来週以降に各加盟校の図書担当
者による協議の場を設定させてぃただきたぃ。

平成 24年度事業計画と収支予算の修正について

金内副委員長より、 24年度事業計画の補正的改正、同収支予算の補正について、本幹
事会とし

下意思統一し、総会に提案することとし、その内容については、現時点で実施で
きていない事業について、削除することとした以下のとお りの提案があり、了承された。この場合、幹事会案の具体的な字句・表現については委員長に一任することとされた。



1 24年 度事業計画の補正的改正について

①  「大学コンソーシアムやまがたの顔となる事業」の第 2項中第 4号 (そ の他、各種講習

会・イベントの企画・実施 (括弧例示書きを含む))を削ってはいかがか。

②  「連携事業」の第 2号 (ゆ うキャンパス連携事業)を削り、同第 3号を同第 2

号としてはいかがか。

2 24年 度収支予算の補正について (第 3号 )

① 連携事業の項の予算額を130, 000円 に改め、内訳 「ゆうキャンパス連携事業」の

項を削り、予備費に50, 000円 を加算 してはいかがか◇以上

→貴重なご意見をありがとうございます。事業計画及び収支予算について所要の補正案

を作成 し、総会に幹事会案として提案するとともに、事業報告と決算報告は補正後の

事業計画と収支予算に対応 した内容で調整させていただきます。

以上

【配 付 資 料】

資料 No.な し

幹事会委員名簿

大学コンソーシアムやまがた会則

平成 24年度 大学コンノーシテムやまがた幹事会議事録 (平成 25年 2月 12日 )

資料 1   平成 25年度大学改革推進等補助金 (大学改革推進事業)調書

資料 2   平成 25年度事業計画 (案)及び平成 25年度収支予算 (案)に対する意見

(山形県立保健医療大学)

資料 3   第 2期大学コンソーシアムやまがた事業計画の概要 (修正案)

資料 4   平成 25年度大学コンソーシアムやまがた事業計画書 (修正案)

資料 5-1 平成 25年度機関負担金 (会費)(案 )

資料 5-2 平成 25年度ゆうキャンパス・ステーション運営費負担金 (案 )

資料 5-3 平成 25年度大学ヨンソーシアムやまがた収支予算書 (負担金分)(修正案)

資料 5-4 平成 25年度ゆうキャンパス・ステーション運営費収支予算書 (案 )

資料 5-5 平成 25年度山形人材育成委員会収支予算書 (案)     ,
資料 6   「起業支援型地域雇用創造事業」に係る基金事業の概要

机上配布  地域共同リポジ トリ「ゆうキャンパスリポジ トリ」の構築と提案について
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